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107 人が亡くなり 562 人がけがをしたＪＲ脱線事故からまる 11 年。皆さんもよく
ご存じのことだと思いますが、本校東側のＪＲ福知山線で脱線事故がありました。事
故直後、大成中の先生たちや近所の工場の人たちが必死に救助に当たられていました。
数え切れないほどの警察車両や自衛隊車両、救急車が待機していて、グラウンドの真
ん中では何台ものヘリコプターが離着陸を繰り返し、負傷者した人たちを搬送してい
ました。その悲惨な光景に胸が締め付けられたことを今でもはっきりと覚えています。

4 月 15 日、大成中学校では道徳の時間に
1 年生は、生徒達が自発的に「何かの役に立ちたい」という思いを抱きながらも、

冷静に犠牲者や遺族の気持ちをくんだ行動を取ったことに学び、周囲のことを考え、
社会のために自ら進んで行動することができるように、『私たちにできること』をテ
ーマに学習をしました。

2 年生は、1 両目で負傷した伊丹市職員である山下亮輔さんの著書から、10 ヶ月の
入院生活の苦しみや苦労、事故の苦しみから希望を見出そうとする自作曲の弾き語り
や講演を通して、フラッシュバックとリハビリという苦しみを背負いながらも強く生
きていることを学びました。

3 年生は、事故でご主人を亡くされた原口佳代さんが事故後 8 年たって亡きご主人
に宛てて書いた「天国へのラブレター」を読み、事故で亡くなった遺族の苦しみと葛
藤を知ることにより『生命を尊さ』について学びました。
今回の学習で生徒はいろいろなことを学習ができたと思います。

この 21 世紀の時代にどんなに防災に備えていても、想像を絶する災害に見まわれ
ることがあります。事故や災害はある日ある時突然にやってきます。事故や自然災害
が怖いのは、一瞬にして人の貴い命が亡くなり、人生が奪われてしまうことです。本
人の悔しさはもとより、家族の悔しさ、悲しさは想像を絶します。私たちが今、当た
り前のように普通に生活していることは、実は幸せなことなのだということを忘れな
いように心にしっかり刻み、今後も犠牲となった多くの人たちの冥福を祈るとともに、
安全な暮らしについて、助け合いの心や命の大切さについて学び、語り続けていかね
ばならないと思います。そして目の前のことに精一杯に取り組むことが大切です。そ
れが、突然の事故や災害で亡くなられた方々に対して、生かされている者の務めだと
考えます。

オープンスクール，ＰＴＡ総会への参加ありがとうございました
5 月 21 日、オープンスクールとＰ

ＴＡ総会を土曜日に実施しましたと
ころ、多くの方に参加をいただくこ
とができました。その中にはご家族
でお越しの方もおられ、生徒たちの
成長ぶりを見ていただけたかなと喜
んでおります。これからもどんどん
普段の授業の様子を見ていただき、生徒の「やる気」や「自己学習力」が伸びるよ
うに声かけをよろしくお願いいたします。

大成中だより
5 月 13~15 日、2 泊 3 日の予定で 3 年生にとって

一番大きな行事である修学旅行に出かけてきまし
た。194 名の 3 年生が参加し、大きな事故もなく、

目標を達成し、全員無事に帰って来ることができました。
1 日目、早朝学校に集合。学校近くで元気にバスに乗り込み、伊丹空港から飛行機

に乗っていざ沖縄へ。
那覇に到着後、バス

で平和記念公園に向け
て出発。到着後、公園
内でクラス写真を撮り、
次の目的地「ガマ」に
向かいました。

「ガマ」ではガイド
さんから、先の戦争に
ついての説明を聞き、
平和の大切さを改めて
学ぶことができました。

1 日目の最後のプロ
グラムは、生徒たちを
受け入れいただくご家
庭のお母さん、お父さ

んとの対面式でした。多くの生徒は最初、緊張していましたが、
すぐに打ち解け、それぞれ移動していきました。

2 日目は、一人一人が家族の一員として、農作業、家事など
に取り組みました。日頃、便利な生活に慣れてしまっている生
徒たちにとっては何もかもが珍しく映ったと思います。はじめ
てのご家庭に突然お邪魔しているにもかかわらず、生徒たちを

うけ入れていただいたご家庭には、家族同然にいやそれ以上に温かくお世話していた
だきました。沖縄料理をつくるなどのお手伝いをし、愛情のこもった手料理をごちそ
うになったご家庭もありました。沖縄のきれいなビーチに連れて行っていただいた人
たちもいました。このように今帰仁村での 2 日間は自然を充分楽しむことはもちろん
のこと、人とのふれあいの中で人から大切にされること、愛されることの幸せを、ま
た人の役に立つことの幸せも感じたのではないかと思います。

3 日目は、早朝から美ら海水族館に向かいました。そこではジンベイザメをはじめ、
たくさんの種類の魚を見ることができ、多くの生徒にとって、初めての体験であった
ように思います。今後は、これらの貴重な経験を大切にして、たくさんの方々にお世
話になった感謝の心を忘れず、人に必要とされ、役に立てるよう自ら考え、動けるよ
うにさらに成長してほしいと願っています。

市民スポーツ祭
ソフトボール部：団体第 3 位

陸上部 ：女子総合第 3 位
個人：大島 秀太（円盤投げ優勝、砲丸投げ優勝）
青野 星那（共通女子 200m3 位、共通女子 100m3 位）
時吉 輝 （共通男子円盤投 3 位）、玉置麗音（共通棒高跳 2 位）
齊籐雅征 （共通棒高跳 3 位）、谷川晴希（共通女子走幅跳 3 位）

男子バスケットボール部：団体第 3 位
剣道部 ：女子団体準優勝

個人：菊井玲杏（準優勝）
第 69 回兵庫県郡市区対抗陸上競技大会 個人：大島 秀太（砲丸投げ 2 位）
尼崎市ソフトボール冬季リーグ ソフトボール部 団体準優勝

最優秀選手賞（3 名）三浦明日香、荻野百佳、河本梨聖

１００周年 知れば知るほど〝あまがすき〞 ♥




